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箱館奉行は江戸幕府遠国奉行の一つで、蝦夷地の支配に当っ
た。寛政十一年正月に東蝦夷地を幕府直轄とし、蝦夷地取締御用
がおかれ、享和二年二月に蝦夷地奉行、一一一ヶ月後に箱館奉行と改
め、文化四年三月に西蝦夷地も含め松前奉行と改称した。文政四
年十二月に蝦夷地は松前氏に返還されて奉行は廃止された。
嘉永六年のペリー来航により箱館も開港され、外国との正式の
交渉が始まることになり、安政元年六月に箱館並に附近五六里の
地が上知され、箱館奉行が再びおかれることになった。以後蝦夷
地の大部分を直轄とし幕末に至った。
｜
箱
館
奉
行
箱館奉行は前期には大体二名おかれ、安政以後も始め二名であ
ったが、安政三年七月には三名となり、その際老中阿部伊勢守よ
り次のように令達された。
蝦夷地御開之儀は、不容易御大業に有之、殊更魯西亜と接境之
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一）ｂ仏ｖＵ
つ
い地、北門之鎖鎗、御大切之辺埋に付、此度箱館奉行三人役に被
仰付侯間、壱人は当地に罷在、両人は彼ノ地に在勤、右之内申
合、一人充蝦夷地惣体巡撫致し、夏分は、北蝦夷地江も渡海、
暫時罷在、御取締向取計、其余墾田を始、産物取開方等、一同
申談、十分に世話致し、御成功捗取、御安心被遊候様可相心得
（１）
候右の如く従来の国防、アイヌの撫育に今回は開拓、産業開発も
目的とされた。なお蝦夷地巡回は文久元年まで行われた。奉行は
安政五年には四名となったが、後減じて三名又は二名となり、こ
の間他の職と兼任したり、或は任期が短くて箱館に在勤しないも
のもあった。文久三年には箱館奉行並が一名おかれた。
二
箱
館
奉
行
支
配
向
の
役
名
支配向の役名について、前期は「吏徴附録」の廃職の部に松前奉
行の次にまとめられている。
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箱館奉行設置の初期、享和三年当時は、吟味役、調役、同並、
同下役、在住之者、千人同心子弟厄介之者等都合百弐拾七人であ
（３）
った。安政元年の箱館奉行再置後、役名の吟味役は組頭、安政六年四
月に調役下役は定役と改称された。
安政初年には組頭、調役、同並出役、同下役元〆、調役下役、
同出役、同心組頭、同船殻で百二十人余り、他に足軽二百四十人
、別に陪臣、浪人がいた。
一一一ハ
安政三年頃は二百二十人程、安政四年には二百九十人に蝦夷地
（５）
在住（陪臣、浪人を含む）七十人余りがいた。
（６）
安政六年五月改の「函府人名録」にまとまってふしえるので次に
紹介する。
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幕府の役人は就任に際し、その職責を遂行する旨の誓詞を呈出
した。奉行関係については「日本財政経済史料」巻四官制之部に
町奉行と遠国関係の京都・大坂・堺・駿府・山田・下田・浦賀・
新潟・佐渡・長崎の各奉行の誓詞の起請文前書がふられる。又支
配向については新潟・佐渡・長崎の各奉行支配組頭の分がある。
箱館奉行については前書に項目として前期の松前奉行の名であ
り、殆どが前期（文政四年まで）の記事で、僅に安政元年甲寅六
月晦日として箱館奉行再置の記事がある。なお前記各奉行の項の
終りにでている誓詞はない。
箱館奉行の誓詞については「休明光記附録」に蝦夷地奉行、同
一一七
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支配吟味役、調役、調役並の分がみられ、再置後の分については
箱館奉行支配組頭勤方の分が「力石勝之助関係文書」にゑえる。
吟味役と組頭は役名の改称したものであるのでこの二つを次に紹
介する。
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被
仰
付
候
。
弥
重
公儀、御為第一奉存、御後闇儀無之、万端箱館奉行差図を請
可相勤侯。尤心附候儀は軌遠慮を不加箱館奉行江可申達侯
事。
一御一門方を初諸大名諸侍輩二対御為悪心を以申合、一味
仕間敷事。
一
従
跡
支
被
仰
出
候
御
法
度
之
趣
堅
相
守
、
自
今
以
後
被
仰
出
候
御条目壁書等是亦違背仕間敷事。
一
御
隠
密
之
儀
他
言
仕
間
鋪
事
。
一切支丹宗門之儀、随分念入心掛、疑者有之候者急度遂愈議、
箱館奉行江可申達事。
一御用之儀ニ付同役人中悪敷不仕、惣而依枯最肩無之、万端
廉直に可仕事。
｜
蝦
夷
人
ど
も
仕
置
之
儀
念
入
取
計
、
産
業
衰
微
不
仕
様
相
心
掛
可
申
侯。勿論諸運上等之儀、宜様申談、万事正略取計可申亭。
附、家来共は不及申、彼地江携候諸商人等、対蝦夷人非
分之儀無之様為仕可申亭。
右条々錐為一事於致違犯者
罰
文
一一八
享和二年十一月十一日
村田鉄太郎書判
（「休明光記」附録×７）
調役、調役並の場合、第一項の後半「箱館奉行・・・…」以下は「箱
館奉行同吟味役之差図を請可相勤亭。」とあり、第二項の前半の
「諸侍輩」とあるのが「諸傍輩」になっているが、他奉行の場合
は後者になっている。この他は若干の字句を除いて同一の文面で
ある。
起
請
文
前
書
一
今
度
箱
館
奉
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支
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組
頭
勤
方
被
仰
付
侯
。
弥
重
公儀、御為第一奉存、御後闇儀無之、万端箱館奉行差図を
請可相勤侯。尤心附候儀者肌遠慮を不加箱館奉行江可申達
侯事。
一御一門方を始諸大名諸傍輩と、奉対御為悪心を以申合、一
味仕間敷事。
一
従
跡
友
被
仰
出
候
御
法
度
之
趣
堅
相
守
、
自
今
以
後
被
仰
出
候
御条目壁書等にて叉違背仕間敷事。
一御隠密之儀他言仕間敷事。
一
切
支
丹
宗
門
之
儀
、
随
分
念
入
心
掛
、
疑
敷
老
有
之
候
へ
急
度
遂
念議、箱館奉行江可申達事。
一御用之儀ニ付同役人中悪敷不仕、惣而依枯晶眉無之、万端
廉直可仕事。
一箱館表仕置之儀念入取斗、産業衰微不仕様心掛可申侯。勿
論諸運上等之義宜様申談、万事正路二取斗可申事。
右条を錐為一事於致違犯者
Hosei University Repository
罰
文
安政二年八月什三日
力石勝之助椛
竹内下野守殿
堀
織
部
正
殿
（力石勝之助関係文醤×８）
前期の吟味役の分と較べて、第七項の始め「蝦夷人ども」が「箱
館表」とかわり、「附、家来共……」はない。第一項の役名「吟
味役」が「組頭勤方」となり、その他は若干の字句を除いて同一
文面である。
この起請文前書より考えると、第五項の「切支丹宗門・・…・」は
長崎奉行を除いて他奉行ではみられず、前期ではロシア人の北方
よりの進出、開港後の外国人の影響について特に重点がおかれた
ことが判明する。
一般に示した高札に於ても、文化年間においては、
抗
一邪宗門にしたかふしの、外国人にしたかふもの、其罪重か
るぺし
一人に疵付、又は盗するものは、其ほとに応し答あるぺし
（９）
一人を殺したるものは、象な死罪たるぺし
これが安政四年の蝦夷地高札としては
捉
一公儀より立置れ侯宗門の外にしたかふしの、其罪おもかろ
へし
一
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又
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箱館奉行支配向について（向井）
となり、開港後も表現を変えて厳禁されていた。
他の項目はほぼ同様の趣旨が述ぺられ、その場所特有の事項が
第七項のように述ぺられている。
箱館奉行支配向においては、前期の松前氏より上知に際し、ア
イヌ人に対する和人の非道が問題になっていた為、アイヌ人に対
する取扱いが特に注意されて、「附、…：。」が特記されたものと
考えられる。安政以降では和人も蝦夷地に多くなった為に「箱館
表」として、特に蝦夷人と強調していない。
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箱館奉行の行政地区は広大であった。安政二年の蝦夷地一円上
知に際し次の村々並に蝦夷地左請取った。
箱館在
（茅力）
木古内村、鹿部、砂原、掛澗、鷲木、薄部
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右は安政二年の場合であるが、万廷元年の蝦夷地懸り之内、定
役の蝦夷地持場劃によると、
ヱトロフ・クナシリ、北蝦夷地・スッ、、モロラン、アッケ
（過）
シ
・
シ
ヤ
マ
ニ
、
イ
シ
カ
リ
・
ソ
ウ
ヤ
となって五つに分けられている。
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、
ヲ
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ペ
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、
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、
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レプンシリ、モンペッ、シャリ、北蝦夷地
場所には定役・同心がおり、主要な中心地には調役、同並が駐
在し、次の八ヶ所に分けて数ヶ場所を受持っており、更に奉行を
補佐する組頭・同勤方が巡回して監督した。
室
蘭
詰
一
人
持
場
山
越
内
よ
り
沙
流
領
迄
様
似
詰
一
人
同
新
冠
よ
り
十
勝
領
迄
厚
岸
詰
一
人
同
釧
路
よ
り
根
室
領
迄
醐繩詰
｜人ヅ、
ヱトロフ・クナシリと北蝦夷地はそれ１Ｆ～ロシアとの接触地で
あ
り
、
ス
ッ
、
、
モ
ロ
ラ
ソ
、
ア
ッ
ケ
シ
、
シ
ヤ
マ
ー
ー
、
イ
シ
カ
リ
、
ソ
ウ
ャは各地方の中心地として考慮されたものである。
五
支
配
向
の
職
務
支
配
向
の
職
務
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
島
義勇の「入北記」の内に安政四年八月頃のものが承られる。
箱館詰として箱館奉行支配組頭以下御属まで、なお御勘定の名
前もある。掛役とその職名、東西蝦夷地の各場所語の氏名もでて
いる。その職名をあげてみると、
鋸》》謝一諦帰辨一柞辨州蜥掛
村
上
愛
助
御
蔵
掛
一韓辨》辨一鍼泪辨掛一癖》甥》掛
向山栄五郎
三
田
喜
六
｛鮒献鰍掛応接掛芸術掛
御
武
器
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普
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掛
新
銭
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掛
板倉庄次郎
｛馴肺洲｛州勵帥掛手形掛
山
田
九
助
｛Ⅶ肺洲｛繩鋤糊掛｛舳師鰄掛
代
島
剛
平
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このように多くの掛を兼任している者が八人いるが、調役乃至
下役のもので、同心以下は各掛に配属されている。
沖ノロ掛、町方掛、御役所書役、新銭吹立掛、御蔵方、御台
場掛、御船製造掛、金銀諸産物掛、御武器掛、御馬掛、御普
請掛、炮術教授役
これら掛の構成を別の史料「幕末外国関係文書」により紹介す
る。運上会所掛
調役一、元〆一、下役五、名村五八郎、立広作（通詞）、
同
心
一
○
、
足
軽
五
、
水
主
一
一
、
通
詞
三
、
金
銀
坐
を
人
二
、
小
遣
三
、
御
用
達
手
代
六
、
問
屋
共
、
立
会
一
、
泊
番
下
役
一
、
同
心
三
、
足
軽
四
、
通
詞
一
、
御
船
製
造
掛
元
〆
二
、
下
役
一
、
同
心
組
頭
格
一
、
同
心
三
会所掛組頭
一
、
調
役
一
、
手
附
出
役
二
、
下
役
二
、
同
出
役
一
産物会所掛（江戸）
組
頭
一
、
調
役
一
、
調
役
並
一
、
下
役
四
、
書
物
御
用
出
役
手
附
出
役
之
内
六
、
同
心
二
御台場丼亀田御役所士塁御普請掛
組
頭
一
、
調
役
並
一
、
下
役
元
〆
一
、
諸
術
教
授
役
一
、
下
役
一
、
同
心
ニ
ゥ
ス
ア
フ
タ
牧
足
軽
頭
取
一
一
、
平
三
、
同
見
習
一
、
くしゆんこたん勤番所詰
箱
館
奉
行
支
配
向
に
つ
い
て
（
向
井
）
調
役
一
、
定
役
・
同
心
・
足
軽
各
二
、
医
師
一
石狩御直場所詰合
調
役
一
、
調
役
並
出
役
一
、
定
役
一
一
、
同
心
三
、
足
軽
四
別表に遠国奉行、対外交渉関係として類似の神奈川、長崎、新
潟の各奉行支配向も参考として、箱館奉行支配向の職名を列記し
た。（別表一二二’一一一一一一頁）
それぞれ後に記した図書より抽出して整理したが、箱館につい
ては臨時に設置された職務はまだあると考える。神奈川と新潟に
ついてはほぼまとまっていたのでこの程度と考える。長崎につい
ては上級の役職の職務名でまだ細かい下級の者の職務はあると考
えられる。
神奈川奉行支配向では開港の影響が非常に強く、外国人関係、
交易についての職務が多い。
長崎奉行支配向では従来より交易は続けられていたが、海軍伝
習、製鉄関係等に特色がみられる。
新潟奉行支配向では開港予定の内にあり、設置も箱館と近い時
期であったが、対外関係についてあまりふられず、砂防関係が目
立つものである。
以上に比して箱館奉行支配向では開港の影響は勿論であるが、
更に開拓、産業の開発について特色がよられる。
公事方は訴訟を扱い共通にふえる。
応接掛は外国人との応待に当り、次に文書は反釈方にいる通詞
が会話の通訳と共に翻訳に当った。
交
易
掛
は
貿
易
の
事
務
に
当
り
、
沖
ノ
ロ
掛
は
内
外
人
の
出
入
り
の
検
閲
一一一一
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箱
館
奉
行
支
配
向
公事方（公事方掛）
応接掛
反釈方（通詞）
運上会所掛
帳
面
方
手
形
掛
御蔵方掛
俵物方
山
靭
交
易
掛
交
易
掛〔箱館・江戸・大坂等〕
産物掛（産物取開掛）
金銀諸産物掛（金銀山掛）
諸術調所掛
御船製造掛
新銭鋳立掛
陶器所掛
牧
馬
掛
植物掛
御備薬種掛
産
物
会
所
掛
沖
ノ
ロ
掛 法
政
史
学
第
二
十
二
号
神
奈
川
奉
行
支
配
向
公
事
吟
味
物
掛
訴訟所掛（訴訟掛）
御運上所御役掛
尋
問
方（来意尋問掛、尋問掛）
御帳面掛
御金方掛（御金掛）
貫
目
所
御
改
掛
（輸出入改掛、改掛）
借
庫
掛
月
番
掛
書
翰
掛
異国人引合方（引合掛）
居
留
地
掛
定式御普請掛
臨
時
御
普
請
掛
御
小
買
物
掛
御
入
用
掛
弁天掛
江戸取扱
神奈川取扱
御
船
掛
上
屋
掛
長
崎
奉
行
支
配
向
公事方掛り
会
所
掛
応
接
掛
商
法
掛
書
物
掛
分
限
帳
記
録
掛
普
請
掛
製鉄所掛
産
業
掛
波
戸
場
掛
外
国
掛
文
武
教
授
掛
文
学
世
話
掛
寄
場
掛
武
術
世
話
掛
伝
習
掛
洋
学
世
話
掛
御
備
場
係
運
用
掛
（大紳赫舳剛鱸係文書）
新潟奉行支配向
公事方掛
書
役
仲金取立掛
手形改役並書物方掛
御
普
請
掛
武術稽古場掛
御武器掛
地
方
掛
市
中
定
廻
役
隠
密
掛
。町奉行所の分掌の内に（江戸）
箱館産物会所取締掛
（佐川開帳Ⅶ行事蹟問答）
・大坂町奉行所の内に
箱館産物会所掛（大阪市史）
〔箱館関係の掛〕
諸
苗
木
植
付
掛
州
崎
御
番
所
語
大
川
前
外
四
ヶ
所
御
番
所
註
（新潟市史）
砂
除
掛
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地
方
掛
勧
農
方
御武器掛
芸術掛
御
馬
掛
炮術教授方
学
問
教
授
方
士人風俗改方
（大紳淋舳敵鱸係文書）
蝦
夷
地
掛
市中掛（市中取締掛）
諸色掛（諸色取締掛）
牢屋掛
蚕養方
町
方
掛
航海掛
御普請掛
運上・産物会所御普請掛
弁天崎御台場普請掛
亀田御役所土塁普請掛
居留地築立掛
箱
館
奉
行
支
配
向
に
つ
い
て
（
向
井
）
御武器取扱方
武
術
師
範
役
武術教授方
鎗術教授方
砲術教授方
太
鼓
教
授
方
御馬掛
書
役市在十里四方御取締
（市在取締）
市中定廻り
翻訳掛（通詞）
御
武
器
掛
出火見廻役
地
方
掛（鰄繩柿峨稿）
支配勘定
格
箱館奉行所における奉行以下の席次
外国官史御役所へ罷出応接之剛奉行衆御目付衆其外役戈出席順
左
之
通
奉
行
衆
調役御勘定
御
勘
定
格
御
徒
目
付
調役並
定役元〆
御徒目付
定役元〆
定役御普請役
御
小
人
目
付
右之通取極侯積
（函館税関沿革史）
御目付方
組
頭
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法
政
史
学
第
二
十
二
号
を担当した。
運上会所掛は荷物の出入り、関税を扱い、その記録については
帳
面
方
、
支
払
業
務
に
関
し
て
は
手
形
掛
も
加
わ
っ
て
い
る
。
倉
庫
に
つ
い
ては御蔵方が担当した。
俵物方は以前より長崎において中国貿易の必需品である海産物
を特に扱うものである。
山鞄交易掛は以前より行われていた北蝦夷地における満州関係
の交易を扱う特殊な職務である。
産物会所掛は箱館の他に江戸、大坂等にもあり、蝦夷地の産物
を扱った。
産物掛（産物取開掛）は産業関係を扱うが、金銀諸産物掛は主
として鉱山関係、牧場掛、陶器所掛等は名前の通りである。
諸術調所掛は産業技術の研究機関ともいうぺぎ職務であるが、
製鉄関係、航海術の教授、洋書の研究が行われた。
御船製造掛は造船に当ったが特に西洋型帆船の製造も行い、産
業関係では見るべき成果をあげた職務の一つである。
新銭鋳立掛は蝦夷地で通用させた箱館通宝の製造に当った。
普
請
掛
は
亀
田
御
役
所
士
塁
（
五
稜
郭
）
を
始
め
開
港
に
際
し
て
多
く
の
建設に従事した。
芸術掛は武芸を扱い、専問については御馬掛以下が当った。
地
方
掛
は
民
政
方
面
を
担
当
す
る
が
、
勧
農
方
な
ど
は
開
拓
関
係
に
当
っ
た。町方掛は箱館の町政の監督を行い、刑事、商業関係は夫を市中
掛、諸色掛が担当した。
一二四
蝦夷地掛は東西蝦夷地全般を扱った。
士人風俗改方はアイヌの撫育に関するもので、前期から行われ
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
日
本
へ
の
同
化
、
融
和
に
当
っ
た
。
本来の産業であった漁業については各地の場所で行っていた為
か、蝦夷地掛の担当部門とも考えられ、特に掛は設けなかったよ
うである。
なお別表後段で箱館奉行所における席次を列記したが、箱館奉
行支配向と共に、立合方として御目付、御勘定、御徒目付、御普
請役、御小人目付が列席して監察などの職務を遂行していた。
六
結
語
箱
館
奉
行
支
配
向
に
お
い
て
は
、
他
の
遠
国
関
係
（
神
奈
川
、
長
崎
、
新
潟等）の諸奉行支配と較べて開港場として類似する点は多い。更
に安政初年の再置に当って期待された蝦夷地の開拓、産業の開発
に
つ
い
て
も
組
織
的
に
努
力
を
行
っ
た
。
し
か
し
広
大
な
支
配
地
に
対
し
て
人員は少く、徐支に増加していったが、実務（農業等）に当る開
拓者が充分に集らなかった。遠隔地で寒冷な気候の為、士分の移
住者（蝦夷地在住）に多くの手当も出されたが、応募者も多くな
く、期待された成果は少い。
しかし箱館奉行の施政の方向は次の時代に引継がれていった。
前期の職務については余り判然としていないが、再置後は前述
の如く詳細なものである。この組織が箱館奉行の施策を遂行し、
幕末の短期間ではあるが、国防、アイヌの撫育、そして次代の産
業開発の種をまくことができたものと考えている。
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注（１）「大日本古文書・幕末外国関係文書」付録四二二一一頁
（２）「統友群書類従」七一一一一六頁
「
古
事
類
苑
」
官
位
部
七
四
遠
国
奉
行
七
二
五
頁
（３）「新撰北海道史」第五巻（以下「道史」と略称）六九一
’
二
頁
（
４
）
「
樺
太
施
政
沿
革
」
維
新
以
前
下
七
四
頁
（５）「函府人名録」市立函館図書館所蔵
（６）「旧幕府」四の三’四、「柳営補任・懐中便覧」を参
照。
（
７
）
「
道
史
」
八
八
九
頁
（
８
）
「
力
石
勝
之
助
関
係
文
書
」
市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
（
９
）
「
幕
末
外
国
関
係
文
書
」
付
録
四
三
○
九
頁
（、）同右
七
五
七
頁
（
、
）
「
道
史
」
一
四
一
一
八
’
一
四
三
○
頁
（
⑫
）
高
倉
新
一
郎
「
ア
イ
ヌ
政
策
史
」
三
四
八
頁
（⑬）「幕末外国関係文書」三四一一一一一一一一頁
（皿）「島義勇先生遺稿」（雑誌「佐賀」抜華）市立函館図書
館所蔵
箱
館
奉
行
支
配
向
に
つ
い
て
（
向
井
）
一
一
五
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